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■『EXCEL 統計』『EXCEL 多変量解析』『EXCEL 官能評価』『EXCEL アンケート太閤』『Mac 多変量解析』『Mac 統計解析』の重回帰分析の動作イメージ 

 

『EXCEL 統計 Ver.8.0』などに搭載されている重回帰分析の動作イメージを紹介します。 

 

※説明の都合上、『EXCEL 統計 Ver.8.0』のダイアログ

ボックスと出力結果で説明しますが、他の製品もほと

んど同じです。 

 

※左記は 2023 年のプロ野球の打撃成績のランキング

です。 

規定打席以上の打者が、セ・リーグが 27 人、パ・リ

ーグが 22 人で、日本野球機構のページからコピーし

ました。 

 

打撃成績の項目はいくつかあるのですが、説明の都合

上、ここでは打率、試合（出場試合数）、本塁打、打点

の 4項目を使用します。 

目的変数は打点、説明変数は打率と試合と本塁打の 3

項目です。 

 

（1）メニューから「重回帰分析」を選びます。 

 

（2）ダイアログボックスが開きますので、 

・目的変数はセル F1～F50 の 1 列 

・説明変数はセル C1～E50 の 3 列 

・回答者ラベルはセル B2～B50 の 1 列 

をそれぞれ範囲指定します 

 

（3）その他の指定をして「OK」ボタンを押します。 

ここではデフォルトである、 

・変数選択法 → しない 

・区間推定と信頼度 → なし 

・オプション → 散布図と正規確率プロット 

をそれぞれ選択しています。 

 

（4）次ページのように、計算結果が出力されます。 
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最初に各変数の基本統計量が出力されます。2～7行目です。 

 

次に相関係数行列が出力されます。9～14 行目です。 

 

ここまでは多変量解析の前段階である、一変量解析（単変量解析）と二変量解

析で、16 行目以降が重回帰分析の結果です。 

 

16～20 行目が分析精度で、 

・決定係数（寄与率、R2 乗） 

・自由度修正済み決定係数（自由度調整済み決定係数） 

・ダーヴィンワトソン比 

・残差の標準偏差 

が出力されます。 

18 行目の自由度修正済み決定係数が 0.855 なので、予測精度の高い結果とい

えます。 

 

22～26 行目が分散分析で、セル F25 の p 値を確認します。 

p 値が 0.05 を下回っているので、有意といえます。 

 

28～33 行目が重回帰式です。 

弊社ソフトだけでなく、他社ソフトもそうだと思いますが、重回帰分析を実行

しても、数式の形式では出力されません。 

B 列の偏回帰係数をもとに数式で表すと以下になり、これが重回帰式です。 

𝑦 = 88.965 ×打率+ 0.223 ×試合 + 1.907 ×本塁打 − 23.962 

 

例えば、本塁打の偏回帰係数が 1.907 というのは、「本塁打が 1 本増えると、

打点は平均して 1.907 増える」ことを意味します。 

偏回帰係数は説明変数との相関係数に影響されますので、説明変数を増やした

り減らしたりした場合は偏回帰係数も変わります。 

 

C 列の標準偏回帰係数を見ると、本塁打が 0.873 に対して、他の 2変数は約 0.1 でした。本塁打でほとんど説明できるといっても良さそうです。 

 

D 列の p値を見ると、本塁打は 0.05 を下回りましたが、打率は 0.080、試合は 0.063 で、惜しくも有意になりませんでした。 

 

H 列の VIF を見ると、いずれも 1.0 少々ですので、多重共線性の心配はなさそうです。 
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最後に、各打者の実績値（＝実際の打点）と重回帰式から計算された予測値（理論値）を比較した結果が出力されます。 

 

ダイアログボックスで B 列を範囲指定したことで、各サンプルがどの打者なのかが識別できます。 

サンプル名を指定しない場合は、セル A37～A85 には通し番号が出力されます。 

 

C 列の予測値というのは、前ページの数式（重回帰式）に各打者の説明変数の数値を代入した計算したものです。 

 

D 列の残差というのは、実績値と予測値との差です。 

プラスであれば予測値よりも多い打点、マイナスであれば予測値よりも少ない打点であることを意味します。 

それぞれの絶対値が大きいほど、理論値から離れた数値といえます。 

 

プラスの最大値（53 行目）は佐藤輝明（阪神タイガース）の 17.4 でした。予測値が 74.6 打点に対して、実際には 92 打点

をあげました。 

マイナスの最大値（48 行目）は岡本和真（読売ジャイアンツ）の 17.1 でした。予測値が 110.1 打点に対して、実際には 93

打点でした。 

 

大切なのは E 列の標準化残差で、各打者の打点に異常があるかどうかがわかります。 

明確な線引きはないのですが、絶対値が 3を超えていれば異常とみなすことが多いようです。 

先ほど例に挙げた、佐藤選手と岡本選手の標準化残差はそれぞれ 2.268 と-2.233 ですので、極端に多いまたは少ないとい

うことではないことがわかりました。 

 

掲載は省略しますが、これらの他に、「正規確率プロット」「予測値と実測値のプロット」の 2枚の散布図も出力されます。 

 

ダイアログボックスの「区間推定と信頼度」で 95％や 99％を選択すると、 

 （1）偏回帰係数の 95%（または 99%）信頼区間 

（2）予測値の 95%（または 99%）信頼区間 

（3）個々の 95%（または 99%）予測区間 

も出力されます。 

（1）は 29～33 行目の標準誤差と VIF の間に、（2）と（3）は F～I列の 36～85 行目にそれぞれ出力されます。 

 


